
球磨川流域の復旧・復興に向けた取組み Vol.９１

令和６年１０月２９日

避難路整備工事の安全祈願祭を行いました

市では、復興まちづくり計画に掲げる「安全で災害に負けないまちづく
り」の一環として、市内各地から近くの指定避難所などへ避難しやすくする
ために、道路の幅を広げる避難路整備事業を進めています。同事業は市内２
２か所で予定していますが、初めての工事となる「温泉町地内第１号線」の
着工に向け、１０月７日に温泉町市道で安全祈願祭を行いました。
松岡市⾧は「今回の工事は避難路整備の第１号で、安全安心なまちづくり

に向け避難を確実にするための重要な一歩となる」と挨拶しました。
「温泉町地内第１号線」は今年度中の完成を予定しています。

その他、市内の残り２１か所についても順次着工し、災害に負けないまちづ
くりのために事業を進めていきます。 神事で工事の安全を祈りました

▲温泉町地内第１号線
(温泉町みんなの家付近)
【R6.10.1現在】

【整備予定箇所（一部抜粋）】

▲宝来村山線
(人吉ボデー工業付近)
【R6.10.1現在】

▲相良薩摩瀬第２号線
(西松屋人吉店付近)
【R6.10.1現在】

▲矢黒下戸越線
(国道219号～矢黒町付近)

【R6.10.1現在】

温泉町の工事区間は
１１３メートルです。
現在の道幅２．２

メートルを５メートル
に広げることで、温泉
町から指定避難所のス
ポーツパレスや、第二
中学校への移動がしや
すくなります。

問合せ先 人吉市道路河川課
電話：２２-２１１１(内線２２４４）


